
－脚”

　

１８

自
治
体
検
診
で、
国
が
仙
歳

以
上
の
女
性
に
推
奨
す
る
乳
が

ん
検
診
法
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
（
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
）。

日
本
女
性
に
は
こ
の
方
法
だ
け

で
は
が
ん
の
有
無
を
判
別
し
づ

ら
い
、
乳
腹
の
密
度
の
濃
い
「
高

濃
度
」
の
乳
房
が
目
立
つ
。
だ

が、
異
常
が
見
え
に
く
い
乳
房

　　
　　　
　
　
　　

　

一

　

い
。
ど
う
対
処
す
べ
き
か
、
い

　

－－

　

ま
議
論
が
進
ん
で
い
る
。

　　　　

（
佐
々
木
栄
、
鈴
木
希
）

　　　

今
月
８
日
、
東
京
・
永
田
町

　

蝋

　

で
開
か
れ
た
国
会
議
員
の
勉
強

　

一Ｍ

　

会
。
検
診
の
実
態
に
つ
い
て、

　

－

　

野
田
聖
子
衆
院
議
員
が
厚
生
労

　

－－

　

働
省
の
担
当
者
に
迫
っ
た
。

　　　　

「
高
濃
度
乳
房
だ
と
が
ん
が

　

）

写
り
づ
ら
い
こ
と
を
、
女
性
は

　

－

　

知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
私
も
知

　

－－

　

ら
な
か
っ
た
。
知
ら
せ
な
い
と

　

ｑ甲

　

ま
ず
い
の
で
は
な
い
か
」

　　　

厚
労
省
側
は
「
学
会
で
（一

　　

一一

　

律
の
通
知
は
）
時
期
尚
早十と
の

　

…ー

　

意
見
が
あ
る
」
と
答
え
、
今
後、

　
　　

　

　
　
　
　
　　　　

　　　

乳
房
は
乳
腺
の
密
度
が
濃
い

　　

，

順
に
、
高
濃
度
、
不
均
一
高
濃

斤

　

押

　

度
、
乳
腺
散
在
、
脂
肪
性
の
四

桑

　

－

　

つ
に
分
類
さ
れ
る
。
密
度
が
濃

　

－－

　

い
と
マ
ン
モ
画
像
で
は
全
体
が

　

‐一

　

白
く
写
り
、
同
じ
く
白
く
写
る

　

－－

　

が
ん
を
見
つ
け
に
く
い
。
マ
ン

　

一一

　

モ
に
不
向
き
し
き
れ
る
高
濃
度

　

－－

　

と
不
均
一
高
濃
度
は
日
本
女
性

　

－－

　

の
５
～
８
割
と
の
指
摘
が
あ

　

－－

　

る
。

　　　

こ
の
弱
点
を
カ
バ
ー
す
る
の

鏑偲

ぶ
超
音
波
検
査
だｏ
超
音
波
で

医国威はず マンモグラフィーに向かない高濃度乳房 自
治
体
が
通
知
超
音
波
併
用
も

民
の
要
望
を
受
け
、
来
年
度
か

ら
通
知
し
、
超
音
波
追
加
の
希

望
者
は
、
市
が
費
用
を
負
担
す

る
方
針
だ
。

多
く
の
自
治
体
の
担
当
者

は、
が
ん
の
し
こ
り
が
黒
く
乳

　

プ
や
密
度
は
必
ず
判
定
さ
れ
、

　

こ
ろ
、
対
策
と
し
て
通
知
や
超

　

は
、
「
本
来
は
伝
え
る
べ
き
情

腺
が
白
く
写
る
。
国
の
大
規
模

　

詳
細
な
結
果
票
に
は
記
録
さ
れ

　

音
波
検
査
な
ど
を
実
施
し
て
い

　

報
」
と
認
め
る
。
一
方
で、
「
県

研
究
で
、
マ
ン
モ
と
併
用
す
る

　

て
い
る
が
、
本
人
に
は
ほ
と
ん

　

る
の
は
、
予
定
も
含
め
る
と
４０

　

か
ら
通
知
を
止
め
ら
れ
て
い

こ
と
で
早
期
発
見
率
が
１
・
５

　

ど
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。

　　

自
治
体
と
な
り
、
昨
年
３
月
の

　

る
」
「
専
門
医
に
、
通
知
す
べ

倍
に
高
ま
る
こ
と
が
分
か
っ

　　

受
診
者
に、
高
濃
度
で
見
え

　

前
回
調
査
（
１６
自
治
体
）
か
ら

　

き
で
な
い
と
言
わ
れ
た
」
な
ど

た
。
た
だ
現
時
点
で
は
国
の
指

　

づ
ら
い
こ
と
、
超
音
波
を
加
え

　

大
幅
に
増
え
た
ｏ

　　　　　　

の
嘆
き
も
漏
れ
る。
国
が
方
針

針
で
は
推
奨
し
て
い
な
い
。
検

　

る
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
を、
文

　　

和
歌
山
市
は
医
師
会
と
議
論

　

を
示
さ
な
い
た
め
に
、
自
治
体

診
に
加
え
る
こ
と
で
死
亡
率
が

　

書
や
口
頭
な
ど
で
通
知
し
て
い

　

し
、
昨
年
夏
頃
か
ら
通
知
を
始

　

が
板
挟
み
に
な
っ
て
い
る
状
態

減
少
す
る
か
、
ま
だ
不
明
だ
か

　

る
自
治
体
も
あ
る
が
、
実
態
は

　

め
た
。
神
奈
川
県
大
和
市
は
市

　

だ
。

ら
だ
。
超
音
波
を
追
加
で
希
望

　

よ
く
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

す
る
人
は
医
療
機
関
で
、
自
費

　

問
題
視
し
た
乳
が
ん
体
験
者
ら

で酸㈱貼艦砧献溌桃形針で
細かみ磯謙抑癖獅疑湖緬確

　

関係学会
調肺賊‐魁厳正欄坐、煤ｗゴー日
へ

は
、
結
果
を
「
異
常
な
し
」
か

　

声
を
上
げ
た
。

　　　　　　　

高
濃
度
乳
房
へ
の
対
応
を
巡

　

波
を
加
え
る
と
な
れ
ば、
結
果

「
要
精
密
検
査
」
の
い
ず
れ
か

　

現
状
は
ど－フ
な
っ
て
い
る
の

り、
日
本
乳
綴
学
会
な
ど
は
・

的
に
が
ん
で
は
な
い
多
く
の
人

で
返
す
よ
う
定
め
て
い
る
。
目

　

か
。
読
売
新
聞
が
今
月、
主
要

　

昨
年
設
置
し
た
作
業
部
会
で
課

　

を
再
検
査
対
象
に
拾
い
上
げ
る

治
体
検
診
で
は、
乳
腺
の
タ
イ

１
３
１
自
治
体
に
調
査
し
た
と

　

題
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

　

な
ど
の
不
利
益
が
あ
る
。
検
査

乳腺密度が濃く、マ

　

全体が黒っぽく写る
ンモグラフィーでは
全燐力ｉ白く写し出さ
れ、やはり白く写るｒ写真は乳がん画像１
異常を見つ１打こくい

　

ー診断ネットワーク提供ｊ

　　　　
マンモグラフイー画像

の性　
　

　
　

　

高
濃
度
と
不
均
二
局
濃
度
の

　

を
行
え
る
熟
練
し
た
技
師
の
数

全
員
に
通
知
す
る
と
、
超
音
波

　

も
ま
だ
十
分
で
な
く
、
環
境
整

の
追
加
希
望
者
は
膨
大
な
数
に

　

備
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る。

な
る
。
専
門
医
ら
は
「
外
来
に

　　

学
会
な
ど
は
近
く
、
こ
の
間

女
性
が
殺
到
す
る
と
、
診
る
ベ

　

題
に
関
す
る
提
言
を
ま
と
め
る

き
が
ん
患
者
を
診
ら
れ
な
い
」

　

予
定
だ
。
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

と
懸
念
す
る
。
た
だ
実
際
に
通

　

卜
の
増
田
美
加
さ
ん
は
「
受
け

知
を
始
め
た
あ
る
自
治
体
の
担

　

皿
の
未
整
備
は
通
知
を
控
え
る

当
者
は
、
「
超
音
波
を
加
え
た

　

理
由
に
な
ら
な
い
。
通
知
を
、

こ
と
に
よ
る
医
療
機
関
の
混
乱

　

女
性
の
健
康
意
識
を
高
め
る
機

は
見
ら
れ
な
い
」
と
話
す
。

　

会
と
捉
え、
前
向
き
に
対
策
を

　

仮
に
、
自
治
体
検
診
に
超
音

　

講
じ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

高
濃
度
乳
房
対
策
を
行
っ
て
い
る
主
な
自
治
体
（
予
定
含
む、
２
０
１
７
年
２
月
現
在
）

長野
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乳
が
ん
見
逃
し
対
策
進
む

卿
自
治
体
高
濃
度
乳
房
検
診
後
に
通
知

自
治
体
が
乳
が
ん
検
診
で
行

う
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
乳
房

エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
）
で
、
異
常

の
有
無
が
確
認
し
に
く
い
場
合

も
「
異
常
な
し
」
と
だ
け
受
診

者
に
通
知
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

い
問
題
で
、
異
常
が
見
え
に
く

い
高
濃
度
乳
房
に
つ
い
て
通
知

す
る
な
ど
の
対
策
を
取
る
動
き

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
、
読

売
新
聞
が
主
要
１
３
１
自
治
体

に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

わ
か
っ
た
。
約
３
割
の
４０
自
治

体
が
「
対
策
あ
り
（
予
定
含
む
ご

と
し
て
お
り
、
昨
年
３
月
の
前

回
調
査
の
１６
自
治
体
か
ら
大
き

く
増
え
た
。

国
の
検
診
指
針
は
、
結
果
を

「
異
常
な
し
」
「
雲
精
密
検
査
」

の
い
ず
れ
か
で
通
知
す
る
よ
う

規
定
。
見
え
に
く
い
場
合
、
多

く
の
自
治
体
は
受
診
者
に
知
ら

せ
て
お
ら
ず
、
女
性
グ
ル
ー
プ

が
詳
細
を
通
知
す
る
よ
う
見
直

し
を
求
め
て
い
る
。

調
査
は
今
月
、
政
令
指
定
都

市
、
県
庁
所
在
地
、
中
核
市
、

中
核
市
に
準
じ
る
施
行
時
特
例

市
、
東
京
都
２３
区
の
１
３
１
自

治
体
に
実
施
。
１
２
６
自
治
体

が
回
答
し
た
。

２

　

３
自
治
体
が
、
マ
ン
モ
で
見

え
に
く
い
タ
イ
プ
で
あ
る
こ
と

を
文
書
で
通
知
す
る
な
ど
の
仕

組
み
が
あ
る
と
し
た
。
東
京
都

中
野
区
、
和
歌
山
市
な
ど
は
今

年
度
途
中
で
制
度
を
作
っ
て
い

年
度
途
中
で
制
度
を
作
っ
て
い
円

た
。
東
京
都
足
立
区、
神
戸
市
一

な
ど
９
自
治
体
は
、
来
年
度
以

降
に
実
施
予
定
と
回
答
し
た
。

１１
自
治
体
は
、
高
濃
度
の
タ

イ
プ
で
も
が
ん
を
発
見
し
や
す

く
、
マ
ン
モ
の
弱
点
を
カ
バ
ー

す
る
と
さ
れ
る
超
音
波
検
査
を

実
施
し
て
い
た
。
う
ち
３
自
治

体
は
通
知
も
行
っ
て
い
た
。

相
良
病
院
付
属
ブ
レ
ス
ト
セ

ン
タ
ー
（
鹿
児
島
市
）
放
射
線

科
の
戸
崎
光
宏
部
長
は
「
市
民

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
検
診
を
行
う

自
治
体
が
通
知
に
動
く
の
は
自

然
な
流
れ
。
伝
え
る
べ
き
情
報

は
伝
え
た
上
で、
国
を
挙
げ
て

そ
の
後
の
体
制
づ
く
り
を
急
ぐ

べ
き
だ
」
と
指
摘
す
る
。

　

へ
関
連
記
事
く
ら
し
面
〉

看
護
せ
ず
に
母
死
亡

」容
疑…
の
姫…ク‐人な逮
捕…

　　　　　

東
京
・
羽
村

看
護
が
必
要
な
母
親
を
放
置

し
て
死
亡
さ
せ
た
と
し
て
、
警

視
庁
福
生
署
は
１８
日
、
東
京
都

羽
村
市
緑
ケ
丘
、
会
社
員
で
長

女
の
桜
井
庸
子
（
３５
）、
次
女
の

朋
子
（
３２
）
両
容
疑
者
を
保
護
責

任
者
遺
棄
致
死
容
疑
で
逮
捕
し

た
。
発
表
に
よ
る
と
、
２
人
は

客
の
財
布
か
ら
９８
万
円

盗
ん
だ
容
疑
で
逮
捕

　　

ラ
イ
ザ
ッ
プ
元
従
業
員

円

　

客
の
財
布
か
ら
現
金
を
盗
ん

一
だ
と
し
て、
警
視
庁
池
袋
署
が

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
「
ラ
イ
ザ

ツ
プ
池
袋
店
」
（
東
京
都
豊
島

区）
元
従
業
員
の
武
知
大
樹
容

疑
者
（３０
）
（
大
阪
市
港
区
市
岡

元
町
）
を
窃
盗
容
疑
で
逮
捕
し

て
い
た
こ
と
が
、
同
署
へ
の
取

材
で
わ
か
っ
た
。
ラ
イ
ザ
ッ
プ

の
広
報
担
当
者
に
よ
る
と
、
武

知
容
疑
者
は
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
元
日
本
代
表
選

手
。同

署
幹
部
に
よ
る
と
、
武
知

容
疑
者
は
同
店
に
勤
め
て
い
た

２
０
１
５
年
９
月
２５
日
と
同
２８
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